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景観配慮チェックシート（中央緑道周辺地区景観形成重点地区） 

 
 

行為の場所 岡崎市康生通南○○ 

景観配慮指針 

項目 推奨配慮指針（自主配慮） チェック欄 具体的配慮事項又は 
配慮できない理由等 

照合

※ 
建
築
物
及
び
工
作
物 

色彩 □中央緑道や乙川がもたらす自然と馴染むまちなみを形成す

るため、建築物の外壁、屋根、工作物及び屋外広告物に使用

する色彩は極端な明度差・彩度差を少なくし、自然景観が持

つ柔らかな明度起伏からの突出を避けるように努める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

計画する建築物は、極端な明度差・彩度

差を少なくし、現在のまちの様子に合わ

せた落ち着いた雰囲気の色彩とした。 

 

形態意匠 □中央緑道や乙川がもたらす自然景観と調和のとれたものと

するため、建築物の外壁、屋根及び工作物に使用する素材は

地域の事業者や職人の関わった素材を選定するなど、地域へ

の敬意を表現するように努める。 

□はい ☑いいえ 
□該当なし 

管理上の都合で、地域に係る素材は使用

していない。 
 

位置配置 □中央緑道を中心とした歩きたくなる街路空間を創出するた

め、駐車場の出入口等は緑道側の配置を避け、滞在空間を創

出する緑のオープンスペースを積極的に確保するように努

める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

駐車場の出入口は緑道側ではなく、側道

側に設けた。また、歩行者が立ち止まり、

一息つくことのできるスペースを中央

緑道側に設けた。 

 

高さ □中央緑道の柔らかなスカイラインと調和のとれた都市景観を形

成するため、建築物の中高層部の壁面を後退させるなど、空の開

放感が感じられるような街路空間となるように努める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

建物中高層部の壁面は中央緑道から後

退させ、中央緑道に対して圧迫感が出な

いように配慮した。 

 

屋外設備 □地域の「かお」となるまちなみを形成するため、屋外に設ける設

備等は中央緑道側に配置しないように努める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

中央緑道から見えない場所に設備をま

とめる計画とした。 
 

照明 □夜間も安全に歩くことができる街路空間を形成するため、中央緑

道内の景観に応じて照明を配置する。照明は過度な光や不快な光

が生じない形態や設置位置とし、柔らかな光を感じるまちなみの

創出に寄与するよう努める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

建物外部に設置する照明は中央緑道の

照明器具の色温度に合わせた。また、過

度な光が抑えられる灯具を用いた。 

 

屋外広告物 □歩きたくなる街路空間のスケールに合わせて屋外広告物は

建築物と統一感があり、大きさに配慮した掲出方法とするよ

うに努める。 

☑はい □いいえ 
□該当なし 

歩行者からの見やすさを意識し、建物低

層部に広告を掲出する計画とした。 
 

緑化 □緑地空間・街路空間と連続した歩いて楽しいまちなみをつく

るため、まちなみの緑視率の向上や中央緑道との統一感の創

出につながる建築物の足元の緑化を図るように努める。ま

☑はい □いいえ 
□該当なし 

低木や地被植物だけでなく、中高木も取

り入れた緑化計画とし、中央緑道の緑が

まちなかにも滲み出すような空間づく

 

記入例 
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た、中央緑道や乙川沿道との一体的な活動を誘発するため、

敷地内に中高木を設置する際は街路空間に緑陰をもたらす

枝下高さ 2.5m 以上の樹種の選定を推奨する。 

りを心掛けた。 

その他景観に配慮したこと 

（自由記載） 
・設計上特に配慮した点 
・色彩計画 
・照明計画 
・まちなみと調和したオープンスペースや植栽の計画  など 

 
 

※色彩、位置配置、屋外設備、照明、緑化の項目は景観形成基準（遵守）を設けていますので、基準内容に適合するようにしてください。 


